
 

プロヒドロジャスモン（案） 
 
１．品目名：プロヒドロジャスモン（prohydrojasmon）（略称：PDJ） 
 
 
２．用途：植物成長調整剤 
植物ホルモンであるジャスモン酸様作用物質である。 
本剤は、早生リンゴ、ブドウ（巨峰）に対する着色促進を目的としている。 

 

 

３．化学名（IUPAC） 
和名：プロピル=(1RS,2RS)-(3-オキソ-2-ペンチルシクロペンチル)アセタート 

（プロピル=(1RS,2RS)-(3-オキソ-2-ペンチルシクロペンチル)アセタートを 
10±2%含む） 

英名：propyl (1RS,2RS)-(3-oxo-2-pentylcyclopentyl)acetate 
 (containing 10±2% propyl (1RS,2SR)-(3-oxo-2-pentylcyclopentyl)acetate)） 

 

 

４．構造式及び物性 

PDJは４つの光学異性体が存在し、trans-PDJ 87%以上及び cis-PDJ 12%以下の混
合物である。 

 
 

 
 

(1R,2R)-PDJ（trans-PDJ）         (1S,2S) -PDJ（trans-PDJ） 
 
 
 

 
(1R,2S) -PDJ（cis-PDJ）             (1S,2R) -PDJ（cis-PDJ） 

 
 
 
 
 
 
 
 

資料２－２ 

分子式    C15H26O3 
分子量    254.36 
水溶解度   60.2 mg/L（25℃） 
分配係数      logPow = 4.1（25℃）（n－オクタノール／水） 

（メーカー提出資料）



５．本剤の適用 
 表１に本剤の使用目的、使用方法等を示す。 
今回の適用拡大申請の内容は、ぶどうへの使用である。（下線部参照） 
表１ ジャスモメート液剤（プロヒドロジャスモン 5%） 
作物名 使用目的 使用濃度 使用時期 本剤の 

使用回数

使用方法 プロヒドロジャ

スモンを含む農

薬の総使用回数

りんご 着色促進 500 倍 収穫予定30～25日前

（収穫 14 日前まで）

１回 立木全面

散布 

１回 

ぶどう 着色促進 500 倍 収穫予定 35～40 日前

（収穫 30 日前まで）

１回 果房散布 １回 

 

 

６．作物残留 

（１）分析の概要 

① 分析対象の化合物 

・プロヒドロジャスモン（PDJ） 
・5’-ヒドロキシジャスモン酸プロピル（5’-OH-PDJ） 
（propyl 2-(5’-hydroxypentyl)-3-oxocyclopentyl-acetate） 

 

 

 

 

 

② 分析法の概要 

・PDJ： 
アセトン抽出。ヘキサン転溶。シリカゲルクロマトグラフィー等で精製後、ガ

スクロマトグラフィーで定量。 

４種の化合物を trans-PDJ及び cis-PDJの２本のピークとして GC-MSにより
検出。それぞれのピーク面積の合計値を用いて総 PDJ分析値を算出した。 
検出限界 0.001 ppm。 

・5’-OH-PDJ： 
アセトン抽出。ヘキサン転溶。アセチル化。シリカゲルクロマトグラフィー等

で精製後、ガスクロマトグラフィーで定量。 

４種の化合物を trans-5’-OH-PDJ 及び cis-5’-OH-PDJ の２本のピークとして
GC-MS により検出。それぞれのピーク面積の合計値を用いて総 5’-OH-PDJ 分析
値を算出した。 
検出限界 0.001 ppm。 

（メーカー提出資料） 



（２）作物残留試験結果 

①りんご 

りんご（果実）を用いた作物残留試験(2 例)において、ジャスモメート液剤の 500

倍希釈液を 1 回樹冠全面散布（600 L/10a（無袋））したところ、散布後１４～３０

日の最大残留量注)は、以下のとおりであった。 

PDJ：＜0.001, ＜0.001 ppm  5’-OH-PDJ：＜0.001, ＜0.001 ppm 
②ぶどう 

ぶどう（果実）を用いた作物残留試験(2 例)において、ジャスモメート液剤の 2,000

倍希釈液を 1回花果房浸漬処理した後、1,000 倍及び 500 倍希釈液をそれぞれ１回ず

つ樹冠全面散布（150 L/10a（施設、無袋））したところ、散布後３０～６０日の最

大残留量は、以下のとおりであった。 

PDJ：＜0.001, ＜0.002 ppm  5’-OH-PDJ：＜0.001, ＜0.002 ppm 
 

注）最大残留量：当該農薬の申請の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を

最短とした場合の作物残留試験（いわゆる最大使用条件下の作物残留試験）を実施

し、それぞれの試験から得られた残留量。 
（参考：平成１０年８月７日付「残留農薬基準設定における暴露評価の精密化に関する意見具申」） 

 

表２ 作物残留試験成績 

試験条件 
農作物 

試験圃

場数 剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数 

最大残留量 

（ppm） 

500 倍散布 

りんご 

（果実） 
2 

ｼﾞｬｽﾓﾒｰﾄ液剤

(ﾌﾟﾛﾋﾄﾞﾛｼﾞｬｽﾓﾝ
5%) 

600L/10a（無袋） 

1 回 14,21,30 日 

PDJ 
圃場 A: <0.001 

圃場 B: <0.001 

5’-OH-PDJ 
圃場 A: <0.001 

圃場 B: <0.001 

2,000 倍花果房浸漬 

1,000 倍樹冠全面散布

500 倍樹冠全面散布 

ぶどう 

（果実） 
2 

ｼﾞｬｽﾓﾒｰﾄ液剤

(ﾌﾟﾛﾋﾄﾞﾛｼﾞｬｽﾓﾝ
5%) 

150L/10a（施設、無袋）

3回 30,45,60 日 

PDJ 
圃場 A: <0.001 

圃場 B: <0.002 

5’-OH-PDJ 
圃場 A: <0.001 

圃場 B: <0.002 
 
※申請の範囲外の
使用に基づく結果
である。 

最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付している。 
また、食品安全委員会農薬専門調査会の農薬評価書「プロヒドロジャスモン」に記載されている

作物残留試験成績は、各試験条件における残留農薬の最高値及び各試験場、検査機関における最高

値の平均値を示したものであり、上記の最大残留量の定義と異なっている。 



７．ＡＤＩの評価 

  食品安全基本法（平成１５年法律第４８号）第２４条第１項第１号の規定に基づき、

平成１６年８月２０日付け厚生労働省発食安第0820001号により食品安全委員会あて意
見を求めたプロヒドロジャスモンに係る食品健康影響評価について、以下のとおり評価

されている。 
ＡＤＩ：0.14 mg/kg体重/day 
 

         無毒性量：14.4 mg/kg体重/day 
                            (動物種)    ラット 
              (投与方法)  混餌投与 
              (試験の種類)  慢性毒性/発がん性併合試験 

(期間)     24ヶ月 
         安全係数：100 
 
 
８．諸外国における使用状況 
  コーデックス、米国、カナダ、欧州連合（EU）、オーストラリア及びニュージーラ
ンドについて調査した結果、いずれの国においても残留基準は設定されておらず、本

剤の使用も認められていない。 
 
 
９．基準値案 

（１）残留の規制対象 

食品安全委員会の評価資料における暴露評価を踏まえ、プロヒドロジャスモン

（PDJ）とする。 
 
（２）基準値案 
別添のとおりである。 

 
（３）暴露評価 

各食品について基準値案の上限まで本薬が残留していると仮定した場合、国民栄

養調査結果に基づき試算される、１日当たり摂取する農薬の量（理論最大摂取量

(TMDI)）の ADIに対する比は、以下のとおりである。 
 

 TMDI／ADI(%) 
国民平均 0.0 
幼小児（１～６歳） 0.1 
妊婦 0.0 
高齢者（６５歳以上） 0.0 

 



（試算の具体例）国民平均の摂取量を用いた試算 
 

食品名 

基準値案 

（ppm） 

当該食品の

摂取量 

（g/人/日） 

残留試験成績 

（ppm） 

暴露評価に

用いた数値 

（ppm） 

プロヒドロジャスモン

推定摂取量 

（μg） *1 

 (A) (B)  (C) （A×B又はC×B）

りんご  0.05 35.3 <0.001, <0.001 － 1.765

ぶどう  0.05 5.8 <0.001, <0.002 － 0.290

計     2.055

ADI比（％）    0.03

*1 Cの値があるものについては、C×Bの値を用いるが、今回の場合はどちらもA×Bの値を採用した。 
 
（４）本薬については、平成１６年８月に公表した食品中に残留する農薬、動物用医薬

品及び飼料添加物の暫定基準（第２次案）に含まれているが、今般、農薬取締法に

基づく登録拡大申請により残留基準を設定するため、暫定基準（案）から削除する。 



（別添）
農薬名 プロヒドロジャスモン

参考基準値

基準値 登録 登録保留 国際 外国 作物残留試験成績 暫定基準案

食品名 案 有無 基準値 基準 基準値 （２次案）

ppm ppm ppm ppm ppm

りんご 0.05 ○ 0.1 0.1

日本なし 0.1 0.1

西洋なし 0.1 0.1

マルメロ 0.1 0.1

ネクタリン 0.1 0.1

ぶどう 0.05 登録申請中

かき 0.1 0.1

バナナ 0.1 0.1

パパイヤ 0.1 0.1

アボカド 0.1 0.1

パイナップル 0.1 0.1

グアバ 0.1 0.1

マンゴー 0.1 0.1

パッションフルーツ 0.1 0.1

その他の果実 0.1 0.1

注） 基準値案は、作物残留試験結果のほか、想定される暴露量が著しく小さいことなどから、分析の効率性を鑑み設定した。



答申（案）

プロヒドロジャスモン

食品名

りんご 0.05
ぶどう 0.05

残留基準値

ppm
（案）




